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	fill_7: 輔仁大学
	fill_19: 日本語学科には言語交換制度というものがあり、日本語を学びたい生徒からの申し出があり、その生徒とお互いの母語について教えあう場が設けられている。
	fill_18: 留学期間中、輔仁大学の学生がサポーターとしてついてくれ、留学前から密に連絡を取り合って様々な疑問や手続きを手助けしてくれる。また、日本語学科では日本人の先生が親身になって留学生の話を聞いてくれたり、授業履修や留学にあったての注意事項を最初に説明してくれた。
	fill_17: 台湾でも難関私立と言われており、特に外国語教育においては定評があることで知られている。大学に隣接して地下鉄が設けられ、交通は便利である。
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	fill_21: 私は特別精神面で困ったことはなかったが、悩みがある生徒は日本語学科の日本人の先生に相談し、先生も親身になって問題解決にあたってくれたそうだ。また、先ほど述べたサポーターの生徒との関係も良好であれば、彼・彼女たちに相談することもできる。
	fill_22: これもサポーターの生徒が寮費の振込や生活用品等の購入を手伝ってくれるため、困ることはなかった。
	fill_23: 基本的に交換留学生は学内の寮で生活することになる。女子寮は３つあり、期間によって振り分けられるようだ。私が住んでいた宜真という寮は、比較的古く、シャワーやトイレに対しては、衛生面的に日本とのギャップを感じたが、しばらくすれば慣れた。また、部屋は３人部屋で私以外の２人は外国人であったが、特にストレスやすれ違いもなく過ごせた。しかし、中にはルームメイトとの関係性があまり良くない留学生もいて、その場合は部屋を変えてもらったり、学外の寮に自分で移り住んだりしていたため、心配することはないと感じる。
	fill_24: 寮にあるWi-Fiが無料で使え、それも常時使えたので、料金はなかった。
	fill_25: 図書館は４つあるが、そのうち一番大きなメインの図書館にはたくさんのパソコンが置いてあり、図書館が開いている時間帯はいつでも使用できる。また、図書館以外にもその付近にパソコンが使える施設がいくつかあるので、昼間であれば基本的に使うことができる。
	fill_31: 病院に行くことはなかった。一度風邪気味で一日中寝込んでしまったことがあったが、市販の薬を飲んで直した。健康管理は、日本にいるのと同じようにすれば良いと思うが、衛生面に関しては、夜市という台湾特有の屋台街に行った際は、衛生的にあまりよくない環境で調理していることがあるので、体調がすぐれないときは食べない、きれいそうな店を選ぶといった注意が必要だ。
	fill_32: 海外通貨で引き出せる、ジャパンネット銀行のカードを作っていっていたので、現地での口座開設は行わなかった。
	fill_33: 外食文化で、みんな外の店で食事をとるため、家からお弁当を持ってきている学生にはめったに出会わなかった。また、バイクに乗る人が日本よりも格段に多く、歩道にバイクが乗り上げてきたり、歩道に沿うようにバイクがずらりと止められていることは当たり前なので、安全面には注意したほうが良い。
	fill_34: 一度、輔仁大学の学生会が主催する日帰り旅行に参加し、そこでは、交換留学生だけでなく語学センターで学んでいる学生とも交流でき、さまざまな国の人と知り合えたのが楽しかった。
	fill_35: 親切な人が多く、騙されたり盗難の被害に遭うことはめったにないが、夜市に行ったときや満員電車やバスではスリが出ると聞いたことがあるので、貴重品の管理に関しては日本にいる時と同様に行うべきだ。台湾は親日国と言われているので、外国人差別を受けることはなく、むしろ興味をもってくれたり親切にしてくれる人が多いので心配はいらないが、日本と台湾の歴史的関係について少しの知識でも入れていくほうがよいだろう。
	fill_36: 台北ナビというサイトでは、台湾の観光情報を中心に取り上げているので、参考になることもあると思う。しかし、私は現地の本屋さんで台湾の観光誌や情報誌を見てそれを参考にすることが多かったので、本屋さんに行ってみることがお勧めだ。
	fill_37: 化粧品、電化製品は日本製のほうが良いが、現地で買うと割高なため、日本から持っていくことをお勧めする。
	fill_48: SPIの問題集をしたり、ネットでの情報確認をする程度で、どこかの赴いて活動をすることはなかった。
	fill_47: クラスの人数は、全体的にどの授業も３０～５０ほどで大半の授業で最初にグループを作りそのグループで話し合いをしたり発表をすることが多かった。小テストは現地の学生と同じ場合もあれば、先生が日本人用に作ってくれることもあり、難しいことが多かったが、成績に関しては交換留学生ということで融通を利かせてくれることもあった。現地の学生は、クラス毎で受ける授業が決まっていて、ホームルームみたいなものもあるようで、クラス全員が仲良しという印象を受けた。また、日本語のレベルはそれぞれであるが、平均的には高く、日本語で話しかけてくれることが多かったので感心した。
	fill_46: 私はあまり関係なかったのだが、交換留学生同士でブログに悪口を書かれた等の問題があったようで、悪口を書いていた生徒は厳重注意を受け、ほかの交換性からも距離をとられていたので、日本人同士の関係性にも気をつけるべきだと感じた一件であった。
	fill_45: 留学資格としてHSKの４級の保持が必要だったので、留学前に取得していた。また、留学中の半ばに中国語検定が行われたので、台湾で受け、それに合格することができた。
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	fill_60: 私は半年間留学で、秋から冬の期間にかけて留学していたため、台風が来ることも少なく、日本より温暖な気候の中で過ごすことができた。現地の学生によると、夏は台風による大雨で学内全体に大きな水たまりがいくつもできることもあるという。また、１月であるのに気温が２０度まで達する日も少なくなかったので、冬の期間でもそれほど多くの冬服は必要ないと思う。輔仁大学の日本語学科では１２月に紅白歌合戦という生徒による歌や踊りを披露するイベントが行われたり、台北では年越しの際にランドマークである台北１０１から花火があがったりと、季節ならではの催しやイベントがたくさんあるので、ぜひそのような活動にも積極的に参加して、台湾でしかできない経験をしてほしい。



